
■平成20年度
　多久市人権・同和問題に関する市民意識調査

8 月は佐賀県同和問題啓発強調月間です
　
日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
作
ら
れ
た
身
分
階
層
構
造
。

こ
れ
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
差
別
は
、
今
も
な
お
残
っ
て
い
ま
す
。

同
和
地
区
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
い
わ
れ
な
き
差
別
を
受
け
、悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
々

が
い
る
の
で
す
。

　
本
来
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
誰
も
が
保
障
さ
れ
て
い
る
「
基

本
的
人
権
」
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
、
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題
な

の
で
す
。差別を残しているのは

私たち自身の意識の
あり方では…。

人間の自由や平等にかか
わる問題なので、国民全体
で考えるべきである

あまり騒がず、そっとして
おくのがよい

同和地区の人々の問題である
から、自分には関係ない

かたまって生活しないで分散し
て住むようにすればよい
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4.1 ％関心がない

0.8 ％無回答

2.3 ％
その他

18.1 ％
わからない

　いわゆる「寝た子を起こすな」という考えや「自
分には関係ない」という考えでは、いつまでたって
も差別はなくなりません。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
誤
っ
た
認
識
や
偏
見
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
同
和
問
題

に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し
、
差
別
に
気
づ
き
、
差
別
を
許
さ
な
い
心
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
い
う
考
え
方
が
、
差
別
を
温
存
・
助
長
す
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
同
和
問
題
の
み
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
自
分
が
差
別
す
る
人
間
に
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
23
年
度
同
和
問
題
啓
発
ポ
ス
タ
ー
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行政からのお知らせ


